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一は
じ
め
に
賀
茂
祭
は
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
国
家
祭
祀
と
な
っ
た
祭
で
、
毎
年
四
月
中
酉
日
に
、
天
皇
の
娘
で
あ
る
賀
茂
斎
院
と
勅
使
を
中
心
と
し
た
総
勢
四
百
人
を
超
す
行
列
が
、
賀
茂
社
へ
参
向
し
、
幣
帛
と
走
馬
を
奉
り
、
国
家
の
安
寧
を
祈
っ
た
。
単
に
「
祭
」
と
言
え
ば
賀
茂
祭
を
指
す
ほ
ど
、
平
安
京
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
祭
で
あ
っ
た
。
賀
茂
祭
の
分
析
は
、
古
記
録
に
恵
ま
れ
た
摂
関
期
以
降
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
九
世
紀
の
賀
茂
祭
を
論
じ
た
も
の
は
多
く
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
や
は
り
史
料
の
制
約
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
九
世
紀
、
特
に
前
半
に
つ
い
て
は
『
日
本
後
紀
』
の
散
逸
に
よ
り
、
検
討
が
難
し
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、『
西
宮
記
』
を
紐
解
い
て
い
く
と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
九
世
紀
の
賀
茂
祭
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』（
以
下
、『
三
代
実
録
』
と
略
記
す
る
）
は
恒
例
行
事
を
採
ら
な
か
っ
た
従
来
の
国
史
と
は
異
な
り
、
多
く
の
年
中
行
事
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
賀
茂
祭
は
、
毎
年
四
月
中
申
酉
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
『
内
裏
式
』
と
「
弘
仁
神
祇
式
」
に
み
え
て
い
る
。『
三
代
実
録
』
は
こ
の
毎
年
の
賀
茂
祭
に
つ
い
て
、
実
施
な
ら
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」、
停
止
な
ら
ば
「
停
二
賀
茂
祭
一
」
と
い
う
よ
う
に
、
挙
行
の
実
態
を
逐
一
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
停
止
の
場
合
は
「
縁
レ
有
二
死
穢
一
也
」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
例
で
理
由
を
記
し
て
い
る
。『
三
代
実
録
』
と
『
西
宮
記
』
の
該
当
記
事
を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
九
世
紀
の
賀
茂
祭
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
九
世
紀
の
賀
茂
祭
の
様
子
│
│
具
体
的
に
は
、
祭
の
実
施
と
賀
茂
斎
院
の
参
加
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
賀
茂
祭
と
同
じ
く
、
賀
茂
斎
院
の
研
究
も
十
世
紀
以
降
を
対
象
に
し
た
も
の
が
多
い
。
九
世
紀
に
焦
点
を
当
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
当
該
期
の
賀
茂
祭
・
斎
院
に
つ
い
て
、『
西
宮
記
』
や
『
三
代
実
録
』
な
ど
か
ら
み
え
る
実
態
を
探
っ
て
み
た
い
。
二
賀
茂
祭
と
警
固
儀
の
沿
革
弘
仁
十
年
、
賀
茂
御
祖
并
別
雷
二
神
之
祭
│
│
す
な
わ
ち
賀
茂
祭
は
、
中
祀
に
（
 
）
准
じ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
中
祀
と
は
施
行
に
あ
た
っ
て
三
日
の
潔
斎
を
要
す
る
祭
祀
で
、
祈
年
祭
・
月
次
祭
・
新
嘗
祭
・
神
嘗
祭
が
そ
れ
に
あ
た
る
（『
延
喜
神
九
世
紀
に
お
け
る
賀
茂
祭
の
実
態
│
│
『
西
宮
記
』・『
日
本
三
代
実
録
』
の
検
討
を
通
じ
て
│
│
笹
田
遥
子
―１ ―
祇
式
』
巻
一
「
四
時
祭
式
」）。
小
祀
が
大
忌
・
風
神
・
鎮
花
・
三
枝
な
ど
の
大
和
古
社
の
祭
と
、
園
韓
神
・
松
尾
・
平
野
・
春
日
・
大
原
野
な
ど
、
賀
茂
祭
と
同
様
に
平
安
時
代
に
入
っ
て
国
家
祭
祀
と
な
っ
た
氏
族
の
祭
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
賀
茂
祭
は
他
祭
祀
と
は
一
線
を
画
し
た
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
は
賀
茂
社
に
斎
王
（
賀
茂
斎
院
）
が
置
か
れ
（
 
）
た
が
、
伊
勢
神
宮
以
外
に
斎
王
を
奉
る
の
は
、
斎
王
制
度
が
開
始
し
て
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
賀
茂
祭
の
規
定
は
『
本
朝
月
令
』
所
引
「
弘
仁
神
祇
式
」
を
初
見
と
し
、
以
降
は
『
内
裏
式
』、『
儀
式
』
な
ど
の
儀
式
書
に
記
載
さ
れ
る
。『
儀
式
』
に
よ
れ
ば
、
賀
茂
祭
は
斎
院
、
斎
院
司
、
内
蔵
寮
、
左
右
馬
寮
、
六
衛
府
な
ど
多
く
の
官
司
が
供
奉
し
、
警
固
儀
と
賀
茂
祭
儀
（
斎
院
御
禊
・
酉
日
祭
儀
）
か
ら
成
る
、
数
日
に
及
ぶ
祭
で
あ
っ
た
。
以
下
、
主
に
『
儀
式
』
に
基
づ
い
て
賀
茂
祭
の
概
要
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
警
固
儀
は
『
内
裏
儀
式
』
を
初
見
と
す
る
儀
式
で
あ
る
。
賀
茂
祭
の
前
日
、
大
臣
に
召
集
さ
れ
た
六
衛
府
の
官
人
が
、
内
裏
の
宮
門
閤
門
に
立
ち
、
賀
茂
祭
の
終
了
日
ま
で
警
固
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
文
武
二
年
（
六
九
八
）
以
降
た
び
た
び
国
史
に
あ
ら
わ
れ
る
「
賀
茂
祭
日
」
あ
る
い
は
「
賀
茂
神
祭
日
」
に
よ
っ
て
（

）
発
生
す
る
乱
闘
・
混
乱
に
備
え
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
弘
仁
十
年
に
国
家
祭
祀
と
し
て
の
賀
茂
祭
が
始
ま
っ
た
あ
と
も
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
の
祭
が
賀
茂
祭
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
続
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
従
来
行
わ
れ
て
き
た
祭
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
以
降
の
賀
茂
祭
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
「
元
賀
茂
祭
」
と
表
記
す
る
。
『
内
裏
式
』
に
よ
れ
ば
、
賀
茂
祭
の
五
、
六
日
前
に
少
納
言
か
ら
、
山
城
国
司
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
元
賀
茂
祭
の
日
取
り
が
奏
上
さ
れ
た
。
そ
し
て
祭
の
前
日
、
大
臣
が
六
衛
府
の
佐
以
上
を
召
集
し
、「
欲
下
賀
茂
祀
〈
我
〉
故
〈
爾
〉、
如
レ
常
奉
中
衛
固
上
」
と
命
じ
た
。
そ
の
後
六
衛
府
の
官
人
ら
は
武
器
を
携
え
、
内
裏
の
宮
門
閤
門
に
立
っ
た
。
警
固
の
陣
が
解
か
れ
る
の
は
、
酉
日
の
祭
日
を
経
た
戌
日
の
早
旦
、
つ
ま
り
賀
茂
社
で
の
儀
式
を
終
え
た
一
行
が
内
裏
へ
帰
還
す
る
日
で
あ
る
。
な
お
警
固
は
、『
内
裏
式
』
に
「
雖
レ
無
二
朝
使
一
其
儀
亦
同
」
と
あ
り
、『
儀
式
』
に
も
「
雖
レ
無
二
祭
使
一
猶
用
二
此
儀
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭
が
停
止
で
あ
っ
て
も
毎
年
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
『
儀
式
』
賀
茂
祭
日
警
固
儀
に
は
「
未
日
大
臣
昇
殿
奏
下
可
二
警
固
一
之
状
上
」
と
あ
り
、
未
日
に
大
臣
が
昇
殿
し
て
「
可
二
警
固
一
之
状
」
を
奏
上
す
る
と
い
う
。『
内
裏
式
』
冒
頭
に
「
賀
茂
上
下
社
以
二
其
日
〈
中
申
酉
日
〉
一
可
レ
祭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭
は
申
・
酉
日
両
日
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
直
後
に
「
先
祀
一
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
日
に
大
臣
に
よ
る
奏
上
と
六
衛
府
に
対
す
る
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
警
固
の
奏
上
・
命
令
は
未
日
に
行
わ
れ
、
警
固
が
開
始
さ
れ
る
の
は
申
日
の
、
そ
れ
も
日
付
変
更
後
す
ぐ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
警
固
の
命
令
後
、
実
際
に
警
固
す
る
ま
で
大
き
く
時
間
が
空
く
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。『
内
裏
式
』
に
「
若
夜
喚
レ
之
、
諸
衛
各
称
レ
名
、」
と
あ
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。
斎
院
御
禊
は
賀
茂
祭
よ
り
前
の
吉
日
に
、
斎
院
が
鴨
川
で
禊
を
す
る
儀
式
で
あ
る
。
ま
ず
、
陰
陽
寮
が
禊
日
を
択
び
、
そ
の
禊
日
の
二
日
前
に
斎
院
司
・
陰
陽
寮
等
が
鴨
川
へ
行
き
、
禊
を
す
る
場
所
を
占
い
定
め
、
こ
れ
を
奏
上
す
る
。
禊
日
の
前
日
、
所
司
が
川
で
禊
の
た
め
の
準
備
を
す
る
。
そ
し
て
当
日
、
左
右
京
職
・
六
衛
府
・
斎
院
司
以
下
総
勢
二
百
五
十
名
を
超
え
る
行
列
が
鴨
川
に
到
着
し
、
斎
院
が
禊
を
行
う
。
神
祇
官
が
中
臣
氏
に
麻
を
捧
げ
る
と
、
中
臣
氏
は
院
司
に
こ
れ
を
授
け
る
。
院
司
は
宣
旨
を
付
し
て
再
び
中
臣
氏
に
返
し
、
最
後
は
中
臣
氏
か
ら
宮
― ２ ―
主
へ
授
け
ら
れ
、
宮
主
が
麻
を
捧
げ
持
ち
、
祓
詞
を
読
み
上
げ
た
。
儀
式
の
終
了
後
、
供
奉
し
た
官
人
ら
に
は
禄
が
与
え
ら
れ
、
斎
院
は
紫
野
院
へ
帰
還
し
た
。
酉
日
祭
儀
は
『
内
裏
式
』
に
初
め
て
み
え
る
ほ
か
、
儀
式
の
一
部
が
『
続
日
本
後
紀
』、『
西
宮
記
』
に
実
例
と
し
て
み
え
て
い
る
。
一
般
に
、
内
裏
出
立
ま
で
の
諸
儀
式
を
宮
中
の
儀
、
出
立
か
ら
社
へ
向
か
う
間
を
路
頭
の
儀
、
そ
し
て
社
前
で
行
う
儀
式
を
社
頭
の
儀
と
呼
ん
で
お
り
、
酉
日
祭
儀
は
お
よ
そ
三
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
酉
日
卯
四
刻
、
奉
幣
使
等
が
内
侍
に
就
い
て
社
に
参
る
旨
を
奏
上
し
、
禄
を
賜
っ
た
。
天
皇
が
祭
使
等
の
乗
る
飾
馬
を
紫
宸
殿
で
見
る
飾
馬
御
覧
の
儀
が
終
わ
る
と
、
使
等
は
内
侍
と
共
に
内
蔵
寮
へ
赴
き
、
庁
事
前
で
解
除
を
受
け
た
。
そ
し
て
松
尾
社
の
幣
を
禰
宜
・
祝
等
に
付
し
て
両
段
再
拝
し
た
の
ち
、
饗
を
賜
り
、
内
裏
を
出
発
し
た
。
松
尾
社
は
秦
氏
の
奉
斎
す
る
神
社
で
、
長
岡
京
・
平
安
京
遷
都
の
際
に
賀
茂
社
（
 
）
・
乙
訓
社
と
共
に
神
階
叙
位
な
ど
の
措
置
を
受
け
た
。
ま
た
賀
茂
社
の
祭
祀
起
源
な
ど
を
載
せ
る
「
秦
氏
本
系
帳
」
の
研
究
に
よ
っ
て
、
秦
氏
と
カ
モ
氏
は
姻
戚
関
（

）
係
に
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
カ
モ
氏
と
秦
氏
は
い
ず
れ
も
山
城
国
の
有
力
な
豪
族
で
あ
り
、
祭
祀
に
お
い
て
も
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
賀
茂
祭
儀
に
話
を
戻
す
と
、
一
行
は
北
辺
路
（
一
条
大
路
）
で
斎
院
御
所
か
ら
出
立
し
た
斎
院
の
行
列
と
合
流
し
、
ま
ず
下
社
へ
向
か
っ
た
。
下
社
に
近
づ
く
と
、
ま
ず
斎
院
は
社
頭
に
準
備
さ
れ
た
幄
で
清
服
に
着
替
え
、
腰
輿
に
乗
り
換
え
て
敷
地
へ
入
っ
た
。
そ
の
後
社
の
十
丈
ほ
ど
前
で
腰
輿
か
ら
降
り
、
歩
行
し
て
社
前
の
左
殿
に
座
し
た
。
そ
の
後
内
蔵
寮
の
幣
帛
が
賀
茂
社
の
祝
・
禰
宜
ら
に
も
た
（

）
ら
さ
れ
、
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
る
と
、
斎
院
は
幄
へ
戻
っ
た
。
こ
の
時
近
衛
少
将
・
馬
寮
頭
は
馬
場
へ
向
か
い
、
走
馬
を
行
っ
た
。
以
上
が
社
前
で
の
儀
式
で
あ
る
。
斎
院
が
社
前
の
右
殿
に
座
す
以
外
は
、
上
社
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
下
・
上
社
で
の
儀
式
を
終
え
た
一
行
は
、
斎
院
御
所
へ
帰
還
す
る
斎
院
と
別
れ
、「
祀
状
」
を
内
侍
に
就
い
て
執
申
し
た
。『
内
裏
式
』
割
注
に
よ
れ
ば
、
翌
日
に
申
し
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
賀
茂
祭
は
警
固
儀
と
斎
院
御
禊
・
酉
日
祭
儀
の
賀
茂
祭
儀
か
ら
成
る
祭
で
、
御
禊
の
占
定
な
ど
も
含
め
れ
ば
、
延
べ
一
週
間
程
度
の
期
間
を
必
要
と
し
た
。
警
固
儀
は
弘
仁
九
年
以
前
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
内
裏
儀
式
』
の
記
述
を
初
見
と
す
る
こ
と
や
、
元
賀
茂
祭
と
の
関
係
か
ら
、
平
安
遷
都
後
に
は
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
臣
が
主
と
な
っ
て
六
衛
府
に
内
裏
の
警
固
が
命
じ
ら
れ
、
賀
茂
祭
が
停
止
の
年
も
行
わ
れ
た
。
斎
院
御
禊
は
『
儀
式
』
で
初
め
て
明
文
化
さ
れ
る
儀
式
で
、
酉
日
祭
儀
に
先
立
っ
て
、
吉
日
に
斎
院
が
鴨
川
で
禊
を
す
る
儀
式
で
あ
る
。
酉
日
祭
儀
は
、
祭
使
が
社
参
の
由
を
奏
上
し
内
侍
が
宣
命
を
賜
わ
る
儀
、
飾
馬
御
覧
儀
な
ど
の
宮
中
の
儀
と
、
祭
使
一
行
と
斎
院
が
上
下
社
へ
向
か
う
路
頭
の
儀
、
そ
し
て
社
前
で
行
わ
れ
る
社
頭
の
儀
の
三
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
次
節
で
は
、
賀
茂
祭
の
執
行
状
況
を
、『
三
代
実
録
』
や
『
西
宮
記
』
な
ど
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。
三
警
固
・
賀
茂
祭
の
実
施
例
の
分
析
本
節
で
は
、
九
世
紀
に
お
け
る
警
固
お
よ
び
賀
茂
祭
の
実
施
に
つ
い
て
、『
三
代
実
録
』、『
西
宮
記
』
を
中
心
に
当
該
期
の
史
料
を
収
集
し
、
作
成
し
た
表
を
用
い
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
対
象
と
し
た
期
間
は
、
賀
茂
祭
が
国
家
祭
祀
と
な
っ
た
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
か
ら
、『
三
代
実
録
』
が
終
わ
る
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
ま
で
で
、
計
三
十
八
例
― ３ ―
年
号
警
固
賀
茂
祭
解
陣
出
典
日
記
事
日
記
事
実
施
停
止
理
由
日
記
事
弘
仁
十
年
四
月
？
│
辛
酉（
十
四
）
※
１
賀
茂
祭
を
初
め
て
中
祀
と
為
す
云
々
、
◯
？
│
西
宮
記
天
長
八
年
四
月
？
│
乙
酉（
十
八
）
鴨
祭
。
左
右
馬
寮
穢
有
り
、
仍
て
親
王
公
卿
等
に
仰
せ
て
並
び
に
四
門
の
人
馬
之
を
用
い
る
云
々
、
◯
？
│
西
宮
記
承
和
三
年
四
月
？
│
乙
酉（
十
七
）
天
皇
紫
宸
殿
に
御
す
。
賀
茂
祭
使
等
の
鞍
馬
調
飾
并
び
に
從
者
の
容
儀
を
閲
覧
す
。
使
等
に
禄
を
賜
う
○
？
│
続
日
本
後
紀
六
年
四
月
？
│
癸
酉（
二
十
二
）
鴨
祭
に
依
り
廃
務
。
勅
使
並
び
に
女
使
等
、
騎
馬
を
紫
宸
殿
前
に
度
し
、
天
覧
了
ぬ
。
東
宮
に
参
し
て
御
覧
了
り
て
内
蔵
寮
に
到
り
云
々
、
将
進
発
の
間
、
内
裏
自
り
来
た
り
て
、
仰
せ
て
云
に
、
血
下
の
穢
有
り
、
仍
て
勅
使
並
び
に
斎
王
悉
く
停
止
す
。
山
城
国
司
、
例
に
依
り
祭
祀
す
×
血
下
穢
？
│
西
宮
記
八
年
四
月
？
※『
西
宮
記
』
の
引
く
「
九
記
」
天
徳
二
年
四
月
十
六
日
勘
文
に
、
先
例
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
日
時
、
警
固
の
有
無
は
不
明
？
│
○
？
│
西
宮
記
承
和
年
間
『
北
山
抄
』酉
日
於
南
殿
覧
被
馬
事
承
和
の
例
、未
日
に
大
祓
有
り
、而
し
て
事
急
に
依
り
、申
日
に
之
を
行
う
北
山
抄
仁
寿
元
年
四
月
？
│
辛
酉（
十
九
）
使
者
賀
茂
大
神
社
に
向
か
い
、
祭
を
奉
ら
し
む
。
但
し
斎
内
親
王
未
だ
斎
限
を
盈
た
さ
ず
。
故
に
祭
に
侍
る
を
得
ず
◯
？
│
文
徳
天
皇
実
録
二
年
四
月
？
│
辛
酉（
二
十
五
）
賀
茂
祭
を
修
む
る
こ
と
、
常
儀
の
ご
と
し
◯
？
│
文
徳
天
皇
実
録
三
年
四
月
×
亦
祈
使
有
り
。
警
固
事
行
わ
ず
（
西
）
乙
酉（
二
十
五
）
①
疱
瘡
流
行
す
、
人
民
疫
死
を
以
て
、
故
に
賀
茂
祭
を
停
む
。
但
し
山
城
国
司
の
斎
供
常
の
ご
と
し
②
京
畿
七
道
疱
瘡
の
穢
に
依
り
、
賀
茂
祭
停
止
す
。
斎
王
亦
参
ら
ず
。
但
し
国
司
を
し
て
供
奉
さ
せ
祭
事
せ
し
む
。
亦
祈
使
有
り
。
警
固
事
行
わ
ず
（
西
）
×
疱
瘡
流
行
に
よ
る
死
穢
×
×
文
徳
天
皇
実
録
西
宮
記
斉
衡
元
年
四
月
？
但
し
警
固
常
の
ご
と
し
（
西
）
癸
酉（
十
九
）
①
穢
事
有
る
を
以
て
、
賀
茂
祭
を
停
む
。
但
し
山
城
国
司
の
斎
供
常
の
ご
と
し
②
賀
茂
下
社
に
死
穢
有
り
。
仍
て
勅
使
並
び
に
斎
王
参
ら
ず
（
西
）
×
下
社
死
穢
（
西
）
？
│
文
徳
天
皇
実
録
西
宮
記
天
安
元
年
四
月
？
│
乙
酉（
十
八
）
鴨
祭
常
の
ご
と
し
◯
？
│
文
徳
天
皇
実
録
西
宮
記
貞
観
元
年
四
月
戊
申（
二
十
三
）
六
府
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
己
酉（
二
十
四
）
①
賀
茂
神
祭
。
朝
使
を
遣
わ
す
を
停
む
。
穢
有
る
に
縁
る
な
り
②
祭
使
内
穢
に
依
り
停
止
す
、
又
斎
王
未
定
、
仍
て
供
奉
無
し
と
云
々
、（
西
）
×
内
穢
（
西
）
？
│
三
代
実
録
西
宮
記
― ４ ―
二
年
四
月
乙
未（
十
五
）
六
府
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
丁
酉（
十
七
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
。
斎
内
親
王
未
だ
野
宮
に
入
ら
ず
。
故
に
社
に
向
か
わ
ず
◯
戊
戌（
十
八
）
諸
衛
解
厳
当
日
（
十
七
）
警
固
を
解
く
と
云
（々
西
）
三
代
実
録
西
宮
記
三
年
四
月
庚
申（
十
六
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
辛
酉（
十
七
）
賀
茂
祭
を
修
む
。
是
の
先
。
内
藏
寮
人
死
の
穢
有
り
。
仍
て
勅
使
縫
殿
寮
自
り
進
發
す
◯
壬
戌（
十
八
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
四
年
四
月
庚
申（
二
十
二
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
辛
酉（
二
十
三
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
壬
戌（
二
十
四
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
五
年
四
月
庚
申（
十
六
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
己
酉（
十
七
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
庚
戌（
十
八
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
六
年
四
月
壬
申（
十
六
）
諸
衛
警
固
す
。
明
日
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
癸
酉（
十
七
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
甲
戌（
十
八
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
七
年
四
月
壬
申（
二
十
二
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
癸
酉（
二
十
三
）
賀
茂
祭
常
儀
の
ご
と
し
◯
甲
戌（
二
十
四
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
八
年
四
月
丙
申（
二
十
二
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
丁
酉（
二
十
三
）
賀
茂
祭
朝
使
並
び
に
斎
内
親
王
社
に
向
か
わ
ず
。
山
城
国
例
に
随
ひ
祭
を
奉
る
×
不
明
戊
戌（
二
十
四
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
九
年
四
月
甲
申（
十
五
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
乙
酉（
十
六
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
丙
戌（
十
七
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
十
年
四
月
甲
申（
二
十
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
乙
酉（
二
十
一
）
賀
茂
祭
。
斎
内
親
王
穢
に
依
り
社
に
向
か
わ
ず
◯
丙
戌（
二
十
二
）
諸
衛
解
厳
日
本
紀
略
十
一
年
四
月
？
警
固
有
り
と
云
々
？
│
？
？
│
西
宮
記
十
二
年
四
月
丙
申（
十
四
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
丁
酉（
十
五
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
戊
戌（
十
六
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
十
三
年
四
月
丙
申（
二
十
）
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
丁
酉（
二
十
一
）
賀
茂
祭
を
停
む
、
死
穢
有
る
に
縁
る
な
り
×
死
穢
戊
戌（
二
十
二
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
十
五
年
四
月
？
│
己
酉（
十
五
）
※
四
月
一
七
日
辛
亥
条
「
公
卿
太
政
官
曹
司
庁
に
就
き
、
文
武
百
官
に
成
選
位
記
を
授
く
。
去
る
十
五
日
に
此
事
行
ふ
べ
し
。
自
ら
常
式
有
り
。
而
る
に
彼
の
日
賀
茂
祭
に
当
り
、
故
に
之
を
避
け
る
。
緩
む
こ
と
あ
ら
ず
な
り
」
◯
？
│
三
代
実
録
十
六
年
四
月
戊
申（
二
十
）
①
諸
衛
警
固
す
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
②
警
固
有
り
（
西
）
己
酉（
二
十
一
）
賀
茂
祭
。
淳
和
院
の
火
穢
に
染
ま
る
人
齋
院
に
入
る
。
仍
て
祭
事
を
停
む
×
火
穢
庚
戌（
二
十
二
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
十
七
年
四
月
壬
申（
二
十
）
諸
衛
警
陣
す
。
明
日
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
癸
酉（
二
十
一
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
甲
戌（
二
十
二
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
十
八
年
四
月
庚
申（
十
三
）
諸
衛
警
固
す
辛
酉（
十
四
）
賀
茂
祭
を
停
む
×
大
極
殿
火
災
壬
戌（
十
五
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
元
慶
元
年
四
月
甲
申（
十
三
）
諸
衛
警
固
常
の
ご
と
し
。
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
乙
酉（
十
四
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
丙
戌（
十
五
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
― ５ ―
二
年
四
月
甲
申（
十
九
）
諸
衛
警
護
す
。
明
日
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
乙
酉（
二
十
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
。
是
よ
り
先
、
左
近
衛
官
人
の
死
穢
に
染
ま
る
者
、
陣
座
に
入
り
て
侍
る
。
是
故
に
更
め
て
辞
見
せ
ず
。
便
ち
内
蔵
寮
よ
り
社
に
赴
く
。
◯
丙
戌（
二
十
一
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
三
年
四
月
壬
申（
十
三
）
諸
衛
警
固
常
の
ご
と
し
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
癸
酉（
十
四
）
賀
茂
祭
を
停
む
×
太
皇
太
后
崩
？
│
三
代
実
録
四
年
四
月
丙
申（
十
三
）
諸
衛
警
陣
す
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
丁
酉（
十
四
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
。
鴨
祭
諒
闇
に
依
り
歌
舞
を
用
い
ず
と
云
々
、（
西
）
◯
戊
戌（
十
五
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
五
年
四
月
丙
申（
十
九
）
諸
衛
警
固
す
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
丁
酉（
二
十
）
賀
茂
祭
◯
？
│
三
代
実
録
六
年
四
月
丙
申（
二
十
四
）
①
諸
衛
警
護
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
。
祭
停
む
と
雖
も
、
猶
お
警
陣
有
る
の
例
な
り
②
警
固
せ
ず
（
西
）
辛
酉（
二
十
五
）
賀
茂
等
の
祭
を
停
止
す
×
人
死
穢
※
同
月
八
日
の
大
膳
職
・
十
日
の
大
蔵
省
の
官
人
の
死
に
よ
り
、
大
祓
を
二
十
二
日
に
行
う
。
平
野
・
松
尾
祭
も
停
止
。
戊
戌（
二
十
六
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
西
宮
記
七
年
四
月
庚
申（
二
十
四
）
諸
衛
警
固
す
。
明
日
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
辛
酉（
二
十
五
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
壬
戌（
二
十
六
）
諸
衛
解
陣
日
本
紀
略
八
年
戊
申（
十
八
）
諸
衛
警
固
、
旧
儀
の
ご
と
し
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
己
酉（
十
七
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
。
斎
内
親
王
神
社
に
向
か
わ
ず
◯
庚
戌（
二
十
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
仁
和
元
年
壬
申（
十
八
）
諸
衛
警
固
す
。
明
日
賀
茂
祭
を
以
て
な
り
癸
酉（
十
九
）
賀
茂
祭
を
停
む
。
人
死
の
穢
有
る
に
縁
る
な
り
×
人
死
穢
甲
戌（
二
十
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
二
年
壬
申（
二
十
三
）
諸
衛
警
固
す
、
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
癸
酉（
二
十
四
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
甲
戌（
二
十
五
）
諸
衛
解
厳
三
代
実
録
三
年
庚
申（
十
七
）
諸
衛
厳
か
に
警
す
。
明
日
賀
茂
祭
に
縁
る
な
り
辛
酉（
十
八
）
賀
茂
祭
常
の
ご
と
し
◯
壬
戌（
十
九
）
諸
衛
解
陣
三
代
実
録
※
１
『
西
宮
記
』
に
「
弘
仁
十
年
四
月
辛
酉
、
賀
茂
祭
、
初
為
二
中
祀
一
云
々
、」
と
あ
る
。「
中
祀
と
為
す
」
と
い
う
文
言
か
ら
、『
類
聚
国
史
』
同
年
三
月
甲
午
条
と
同
じ
く
、
賀
茂
祭
を
中
祀
と
准
じ
た
こ
と
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
西
宮
記
』
で
は
「
四
月
辛
酉
」、
す
な
わ
ち
「
弘
仁
式
」
所
載
の
「
中
申
酉
日
」
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
、
後
年
の
賀
茂
祭
実
施
日
の
日
付
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
祭
の
実
施
例
と
し
た
。
― ６ ―
を
抽
出
し
た
。
天
皇
ご
と
の
内
訳
は
嵯
峨
朝
が
一
例
、
淳
和
朝
が
一
例
、
仁
明
朝
が
三
例
、
文
徳
朝
が
五
例
、
清
和
朝
が
十
七
例
、
陽
成
朝
が
七
例
、
光
孝
朝
が
四
例
で
あ
る
。
以
下
、
各
例
を
実
施
・
不
実
施
に
分
け
、
解
説
を
加
え
て
い
き
た
い
。
（
一
）
実
施
の
例
再
度
賀
茂
祭
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
毎
年
四
月
の
中
申
酉
日
に
行
う
こ
と
が
、
『
儀
式
』
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
割
注
に
は
「
若
有
二
三
酉
一
則
用
二
中
酉
一
、
有
二
二
酉
一
則
用
二
下
酉
一
、」
と
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
下
酉
を
用
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
酉
日
に
行
わ
れ
る
の
は
宮
中
・
路
頭
・
社
頭
の
儀
で
、
前
日
の
申
日
に
は
警
固
が
、
更
に
そ
の
前
に
は
鴨
川
で
斎
院
御
禊
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
て
、
今
回
抽
出
し
た
三
十
八
例
の
う
ち
、
賀
茂
祭
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
実
施
自
体
が
不
明
の
一
例
を
の
ぞ
く
と
、
二
十
六
例
で
あ
っ
た
。
１
．
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
『
西
宮
記
』
に
「
弘
仁
十
年
四
月
辛
酉
、
賀
茂
祭
、
初
為
二
中
祀
一
云
々
、」
と
あ
る
。「
中
祀
と
為
す
」
と
い
う
文
言
か
ら
、『
類
聚
国
史
』
同
年
三
月
甲
午
条
と
同
じ
く
、
賀
茂
祭
を
中
祀
に
准
ぜ
し
め
た
こ
と
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
西
宮
記
』
で
は
「
四
月
辛
酉
」、
す
な
わ
ち
「
弘
仁
神
祇
式
」
や
『
内
裏
式
』
所
載
の
「
中
申
酉
日
」
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
、
後
年
の
賀
茂
祭
実
施
日
の
日
付
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
祭
の
実
施
例
と
し
て
扱
っ
た
。
そ
う
仮
定
す
る
と
、
弘
仁
十
年
の
賀
茂
祭
は
、
中
祀
と
し
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
賀
茂
祭
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
）
四
月
丙
辰
条
に
は
、
賀
茂
祭
施
行
の
前
例
と
し
て
「
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
弘
仁
十
年
に
賀
茂
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
な
お
弘
仁
十
年
か
ら
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
ま
で
は
、
警
固
の
月
日
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
不
明
で
あ
る
。
警
固
お
よ
び
解
陣
の
月
日
が
記
さ
れ
る
の
は
貞
観
元
年
以
降
で
、
こ
れ
は
『
三
代
実
録
』
の
編
纂
方
針
に
よ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
の
記
録
と
し
て
は
、
月
日
は
不
明
だ
が
、『
西
宮
記
』
に
は
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
が
「
不
二
警
固
一
」、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
が
「
但
如
レ
常
警
固
」、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
が
「
有
二
警
固
一
」
と
い
う
よ
う
に
、
実
施
の
有
無
だ
け
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
２
．
天
長
八
年
（
八
三
一
）
『
西
宮
記
』
四
月
乙
酉
（
十
八
）
条
に
鴨
（
賀
茂
）
祭
を
行
っ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
が
、
左
右
馬
寮
に
穢
が
発
生
し
た
た
め
、「
仰
二
親
王
公
卿
等
一
並
四
門
人
馬
用
レ
之
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
王
公
卿
ら
に
命
じ
て
、
穢
れ
た
左
右
馬
寮
の
人
馬
の
代
わ
り
に
、「
四
門
」
の
人
馬
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
四
門
」
と
は
、
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
西
本
昌
弘
氏
は
、
平
安
宮
東
側
の
門
で
あ
る
上
東
門
、
陽
明
門
、
待
賢
門
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
（
 
）
れ
役
割
区
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
東
門
は
女
官
や
摂
関
が
牛
車
の
ま
ま
乗
り
入
れ
す
る
門
、
陽
明
門
は
公
卿
・
殿
上
人
の
通
用
口
で
、
牛
車
か
ら
降
り
て
徒
歩
で
入
る
門
、
待
賢
門
は
主
に
官
人
が
出
入
り
す
る
通
用
口
で
、
祭
や
儀
式
の
際
に
は
公
卿
ら
も
利
用
し
、
牛
― ７ ―
車
か
ら
輦
車
に
乗
り
換
え
て
入
っ
た
門
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
左
右
京
職
式
」（『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
）
に
は
、「
凡
諸
門
厩
亭
。〈
左
京
三
宇
。
陽
明
門
。
待
賢
門
。
美
福
門
。
並
七
間
。
右
京
二
宇
。
朱
雀
門
。
殷
富
門
。
並
七
間
。〉
令
二
門
衛
火
長
等
各
守
一
之
。
若
致
二
非
理
損
一
。
即
移
二
民
部
省
并
本
府
一
奪
二
月
粮
一
」
と
あ
り
、
陽
明
門
か
ら
美
福
門
、
朱
雀
門
、
殷
富
門
の
各
五
門
に
あ
っ
た
厩
亭
を
、
火
長
と
門
衛
が
警
備
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
左
京
三
宇
の
諸
門
は
、
公
卿
や
官
人
が
出
入
り
に
用
い
た
門
な
の
で
、
そ
の
門
に
あ
る
厩
亭
と
は
、
門
外
に
停
め
ら
れ
て
い
る
牛
車
の
牛
を
管
理
す
る
施
設
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
七
月
己
巳
条
で
は
「
有
レ
勅
。
断
三
親
王
乗
レ
馬
入
二
宮
門
一
」
と
あ
っ
て
、
親
王
が
乗
馬
し
て
宮
門
（
宮
都
の
最
外
郭
門
）
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
、
西
本
氏
の
指
摘
も
ふ
ま
え
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
王
お
よ
び
公
卿
は
、
乗
馬
お
よ
び
牛
車
で
平
安
宮
に
入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
陽
明
門
以
下
の
諸
門
に
牛
車
を
停
め
、
徒
歩
あ
る
い
は
輦
車
で
参
内
し
た
。『
西
宮
記
』
記
載
の
「
四
門
人
馬
」
と
は
、
厩
亭
が
あ
っ
た
陽
明
門
、
待
賢
門
、
美
福
門
の
三
門
を
含
む
門
外
に
停
め
ら
れ
て
い
た
親
王
・
公
卿
の
牛
車
の
牛
、
牛
飼
童
ら
を
指
す
可
能
性
が
あ
り
、
彼
ら
を
臨
時
の
人
馬
に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３
．
承
和
三
年
（
八
三
六
）
『
続
日
本
後
紀
』
四
月
乙
酉
（
十
七
）
条
に
、
紫
宸
殿
に
て
飾
馬
御
覧
儀
を
行
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
飾
馬
御
覧
は
宮
中
の
儀
の
一
つ
で
、
天
皇
が
祭
使
の
飾
馬
を
見
、
禄
を
賜
う
儀
式
で
あ
る
。『
内
裏
式
』
の
「
此
時
喚
二
男
女
使
等
一
被
レ
馬
〈
各
有
二
従
者
一
〉、
令
レ
度
二
殿
庭
一
、」
を
初
見
と
し
、『
儀
式
』
に
は
「
祭
日
卯
四
刻
、
…
皇
帝
覧
二
使
等
乗
馬
一
、〈
各
有
二
従
者
一
、〉」
と
み
え
て
い
る
。
本
条
は
国
史
に
お
け
る
飾
馬
御
覧
儀
の
初
見
記
事
で
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
御
し
、
南
庭
に
飾
馬
を
渡
ら
せ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
４
．
承
和
八
年
（
八
四
一
）
『
西
宮
記
』
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
四
月
十
六
日
の
勘
文
に
、
先
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
賀
茂
祭
を
明
日
に
控
え
た
十
六
日
、
参
議
藤
原
自
明
が
卒
し
た
。
賀
茂
祭
を
停
止
す
る
か
否
か
議
論
さ
れ
た
が
、
諸
卿
は
「
准
二
承
和
八
年
例
一
、
不
レ
可
レ
停
」
と
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
「
承
和
八
年
例
」
は
、『
続
日
本
後
紀
』
四
月
丁
巳
（
十
七
）
に
嵯
峨
天
皇
妃
で
あ
っ
た
高
津
内
親
王
が
薨
じ
た
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
警
固
を
実
施
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、『
北
山
抄
』
酉
日
於
南
殿
覧
被
馬
事
に
は
、「
承
和
の
例
」
と
し
て
、
未
日
に
大
祓
を
し
た
場
合
は
、
申
日
に
飾
馬
御
覧
儀
を
行
う
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
５
．
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
四
月
辛
酉
（
十
九
）
の
賀
茂
祭
は
、
斎
院
が
「
斎
限
」
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
参
加
せ
ず
、
上
下
社
へ
は
斎
院
を
除
い
た
祭
使
が
派
遣
さ
れ
た
。「
斎
限
」
と
斎
院
の
参
加
状
況
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
説
す
る
が
、
当
時
の
斎
院
は
文
德
皇
女
の
慧
子
で
、
卜
定
後
の
潔
斎
期
間
で
あ
る
初
斎
院
の
最
中
で
あ
っ
た
。「
斎
院
司
式
」（『
延
喜
神
祇
式
』
巻
六
）
に
よ
れ
ば
、
初
斎
院
は
宮
城
内
の
場
所
を
選
ん
で
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
三
年
目
の
四
月
に
上
下
社
へ
参
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
慧
子
は
当
時
初
斎
院
― ８ ―
の
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
に
、
祭
に
参
加
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
６
．
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
『
文
徳
実
録
』
四
月
辛
酉
（
二
十
五
）
条
に
、「
修
二
賀
茂
祭
一
、
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
７
．
天
安
元
年
（
八
五
七
）
『
文
徳
実
録
』
お
よ
び
『
西
宮
記
』
四
月
乙
酉
（
十
八
）
条
に
「
鴨
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
８
．
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
賀
茂
祭
は
四
月
丁
酉
（
十
七
）
に
行
わ
れ
た
が
、
仁
寿
元
年
と
同
様
、
斎
院
は
不
参
加
で
あ
っ
た
。
当
時
の
斎
院
は
文
德
皇
女
の
儀
子
で
、
卜
定
が
前
年
の
十
月
で
あ
る
こ
と
、『
三
代
実
録
』
に
「
未
入
二
野
宮
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
斎
院
の
期
間
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
こ
の
年
は
、
警
固
の
開
始
日
が
唯
一
「
乙
未
」
で
あ
っ
た
。
解
陣
の
日
は
「
戊
戌
」
で
、
こ
ち
ら
は
式
の
規
定
通
り
で
あ
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
、『
内
裏
式
』
お
よ
び
『
儀
式
』
で
は
、
未
日
に
警
固
の
奏
上
と
命
令
が
出
さ
れ
、
申
日
か
ら
警
固
を
開
始
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
年
は
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
、
例
外
的
に
未
日
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
三
代
実
録
』
に
は
戊
戌
（
十
八
）
に
「
諸
衛
解
厳
」
と
あ
る
の
に
対
し
、『
西
宮
記
』
で
は
「
四
月
十
七
日
、
祭
、
当
日
解
二
警
固
一
云
々
、」
と
あ
り
、
祭
の
当
日
に
警
固
の
陣
が
解
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
９
．
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
四
月
辛
酉
（
十
七
）
に
賀
茂
祭
は
行
わ
れ
た
が
、
内
蔵
寮
で
人
死
の
穢
が
あ
っ
た
た
め
、
祭
使
は
縫
殿
寮
よ
り
進
発
し
て
社
に
向
か
っ
た
。『
儀
式
』
に
「
内
蔵
寮
供
饌
行
酒
、
訖
使
等
相
引
到
二
北
辺
路
一
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
飾
馬
御
覧
儀
を
終
え
た
祭
使
の
一
行
は
禄
を
給
わ
っ
た
の
ち
、
内
蔵
寮
で
饗
宴
し
、
社
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
年
は
お
そ
ら
く
饗
宴
も
内
蔵
寮
の
東
に
あ
る
縫
殿
寮
で
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
儗
〜
儛
．
貞
観
四
〜
七
（
八
六
二
〜
五
）、
九
年
（
八
六
七
）
い
ず
れ
の
年
も
、
警
固
・
賀
茂
祭
と
も
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儜
．
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
四
月
乙
酉
（
二
十
一
）
に
賀
茂
祭
が
行
わ
れ
た
が
、
斎
院
（
儀
子
）
は
穢
の
た
め
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
の
穢
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
き
、『
西
宮
記
』
の
引
く
「
御
記
」
延
喜
十
五
年
（
九
一
四
）
四
月
十
八
日
条
が
参
考
に
な
る
。
当
時
、
斎
院
（
恭
子
、
十
一
代
斎
院
）
に
月
事
が
あ
っ
た
。
月
経
中
の
参
社
如
何
を
前
例
に
求
め
た
が
、
斎
院
に
は
該
当
例
が
無
か
っ
た
た
め
、
斎
宮
の
例
に
な
ら
っ
て
参
社
を
取
り
や
め
た
と
い
う
。
こ
の
延
喜
十
五
年
の
例
を
念
頭
に
置
く
と
、
貞
観
十
年
の
穢
は
月
事
以
外
の
も
の
、
例
え
ば
病
や
触
穢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
儝
．
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
『
三
代
実
録
』
四
月
丁
酉
（
十
五
）
条
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儞
．
貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
『
三
代
実
録
』
四
月
辛
亥
（
十
七
）
条
に
「
公
卿
就
二
太
政
官
曹
司
庁
一
。
授
二
文
武
百
官
成
選
位
記
一
。
去
十
五
日
可
レ
行
二
此
事
一
。
自
有
二
常
式
一
。
而
彼
日
当
二
賀
茂
祭
一
。
故
避
レ
之
。
非
レ
緩
也
」
と
あ
り
、
本
来
十
― ９ ―
五
日
に
太
政
官
よ
り
成
選
位
記
が
下
達
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
賀
茂
祭
と
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
、
日
を
改
め
て
十
七
日
に
行
っ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
貞
観
十
五
年
の
賀
茂
祭
は
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
太
政
官
式
」（『
延
喜
式
』
巻
十
一
）
に
も
「
凡
成
選
応
レ
叙
レ
位
者
、
奏
二
短
冊
一
後
預
書
二
位
記
一
、
式
部
四
月
十
日
、
兵
部
十
三
日
請
印
、
十
五
日
大
臣
已
下
就
二
朝
座
一
、
…
若
当
二
賀
茂
祭
一
、
改
用
二
他
日
一
、」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
賀
茂
祭
の
開
催
が
優
先
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
償
．
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
『
三
代
実
録
』
四
月
癸
酉
（
二
十
一
）
条
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儠
．
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
『
三
代
実
録
』
四
月
乙
酉
（
十
四
）
条
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儡
．
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
賀
茂
祭
は
四
月
乙
酉
（
二
十
）
に
行
わ
れ
た
が
、
死
穢
に
染
ま
っ
た
左
近
衛
官
人
が
陣
座
に
入
っ
た
た
め
、
祭
使
ら
は
辞
見
せ
ず
、
内
蔵
寮
よ
り
社
へ
向
か
っ
た
。
辞
見
、
す
な
わ
ち
天
皇
と
の
対
面
を
し
な
か
っ
た
と
あ
る
の
で
、
飾
馬
御
覧
の
儀
を
行
わ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
儢
．
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
『
三
代
実
録
』
四
月
丁
酉
（
十
四
）
条
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儣
．
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
賀
茂
祭
は
四
月
丁
酉
（
二
十
）
に
行
わ
れ
た
が
、
斎
院
（
敦
子
）
は
不
在
で
あ
っ
た
。
『
三
代
実
録
』
四
月
丁
酉
（
廿
日
）
条
に
は
、
当
年
の
賀
茂
祭
で
詠
ま
れ
た
祝
詞
の
最
後
に
あ
た
る
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
斎
院
不
在
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
賀
茂
祭
。
内
蔵
権
頭
従
五
位
上
兼
行
讃
岐
介
良
岑
朝
臣
晨
直
、
奉
レ
承
二
祝
詞
一
、
向
レ
社
宣
旨
。
其
祝
詞
尾
曰
。
辞
別
申
久
。
前
年
尓
進
礼
留
斎
王
波
、
重
喪
尓
遭
太
留
尓
依
天
退
出
志
女
天
支
。
今
須
波
諒
闇
波
天
々
乃
後
占
定
天
進
无
。
其
間
波
皇
朝
廷
乎
平
介
久
安
良
介
久
幸
賜
比
護
賜
倍
止
申
賜
波
久
止
申
。社
頭
に
内
蔵
権
頭
良
岑
晨
直
が
遣
わ
さ
れ
、
斎
院
不
在
の
旨
が
告
げ
ら
れ
た
。「
前
年
尓
進
礼
留
斎
王
」、
つ
ま
り
元
慶
四
年
当
時
斎
院
で
あ
っ
た
敦
子
は
、
父
清
和
上
皇
の
崩
御
（
元
慶
四
年
十
二
月
）
に
よ
り
退
下
し
た
。「
今
須
波
諒
闇
波
天
々
乃
後
占
定
天
進
无
」
と
あ
り
、
諒
闇
が
明
け
て
か
ら
次
代
の
斎
院
を
選
ぶ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
元
慶
五
年
は
新
た
に
斎
院
が
置
か
れ
な
か
っ
た
。
次
代
斎
院
の
穆
子
が
卜
定
さ
れ
る
の
は
、
翌
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
西
宮
記
』
に
「
鴨
祭
依
二
諒
闇
一
不
レ
用
二
歌
舞
一
云
々
」
と
あ
り
、
諒
闇
の
た
め
歌
舞
を
用
い
な
か
っ
た
と
あ
る
。
な
お
、
故
実
叢
書
で
は
当
該
部
分
を
「
天
慶
五
年
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
前
田
家
大
永
本
・
（
 
）
書
陵
部
壬
生
本
で
は
、「
元
慶
」
と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
天
慶
期
に
諒
闇
と
賀
茂
祭
が
重
複
し
た
年
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
― １０ ―
た
め
、
故
実
叢
書
の
「
天
慶
五
年
」
は
、「
元
慶
五
年
」
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
上
皇
の
諒
闇
中
で
も
賀
茂
祭
は
行
わ
れ
る
が
、
歌
舞
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
斎
院
が
崩
御
し
た
天
皇
・
上
皇
の
実
子
で
あ
っ
た
場
合
は
、
当
然
服
喪
に
よ
り
退
下
す
る
た
め
、
斎
院
も
不
在
で
あ
っ
た
。
儤
．
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
『
三
代
実
録
』
四
月
辛
酉
（
二
十
五
）
条
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
儥
．
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
賀
茂
祭
は
四
月
己
酉
（
十
七
）
に
行
わ
れ
た
が
、「
斎
内
親
王
不
レ
向
二
神
社
一
」
と
あ
り
、
斎
院
は
何
ら
か
の
理
由
で
祭
使
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
儦
〜
儧
仁
和
二
、
三
年
（
八
八
六
〜
七
）
い
ず
れ
の
年
も
、
警
固
・
賀
茂
祭
と
も
に
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
以
上
、
警
固
・
賀
茂
祭
が
実
施
さ
れ
た
二
十
六
例
に
つ
い
て
、
解
説
を
加
え
て
き
た
。
ま
ず
警
固
お
よ
び
解
陣
か
ら
み
て
い
く
と
、
未
日
で
あ
っ
た
貞
観
二
年
を
除
い
た
全
て
の
例
で
、『
内
裏
式
』
お
よ
び
『
儀
式
』
に
則
り
、
申
日
に
警
固
が
行
わ
れ
て
い
た
。
警
固
期
間
は
申
〜
戌
日
の
三
日
間
で
あ
る
が
、
申
日
に
警
固
が
始
ま
り
、
少
な
く
と
も
酉
日
中
は
警
固
し
た
の
ち
に
、
翌
戌
日
の
早
旦
に
陣
が
解
か
れ
た
と
す
る
と
、
警
固
期
間
は
実
質
二
日
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
賀
茂
祭
に
つ
い
て
は
、
実
施
を
示
す
「
賀
茂
祭
如
レ
常
」
や
「
修
二
賀
茂
祭
一
」
の
文
言
は
、
全
て
酉
日
の
記
事
に
み
ら
れ
、
例
外
な
く
酉
日
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
年
に
よ
っ
て
は
単
な
る
実
施
の
明
記
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
年
の
賀
茂
祭
に
つ
い
て
付
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
天
長
八
年
や
承
和
三
年
は
、
酉
日
の
祭
儀
で
あ
る
飾
馬
御
覧
の
様
子
を
、
仁
寿
元
年
や
貞
観
二
年
は
、
斎
院
が
参
向
し
な
か
っ
た
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
長
八
年
・
貞
観
三
年
・
元
慶
二
年
は
、
穢
が
発
生
し
た
が
、
賀
茂
祭
を
実
施
し
た
例
で
あ
る
。「
臨
時
祭
式
」（『
延
喜
神
祇
式
』
巻
三
）
に
は
「
凡
宮
城
内
一
司
有
レ
穢
、
不
レ
可
レ
停
二
廃
祭
事
一
、」
と
あ
り
、
宮
城
内
で
穢
が
あ
っ
て
（
 
）
も
、
可
能
な
限
り
遂
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
例
で
は
、
天
長
八
年
、
貞
観
三
年
、
元
慶
二
年
の
三
例
が
該
当
す
る
。
天
長
八
年
は
穢
れ
た
「
左
右
馬
寮
」
の
代
わ
り
に
「
四
門
」
の
馬
を
用
い
、
貞
観
三
年
は
所
属
官
人
の
死
穢
の
あ
る
「
内
蔵
寮
」
を
避
け
、「
縫
殿
寮
」
か
ら
賀
茂
社
へ
出
発
し
た
。
元
慶
二
年
は
、
死
穢
に
染
ま
っ
た
左
近
衛
府
の
官
人
が
陣
座
に
入
っ
た
た
め
、
辞
見
せ
ず
に
賀
茂
社
へ
向
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
穢
が
発
生
し
た
際
に
、
穢
れ
て
い
な
い
所
司
や
物
で
代
用
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
り
、
祭
を
遂
行
し
て
い
る
。
『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
）
四
月
丙
辰
条
に
は
「
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
。
十
四
日
、
丙
辰
、
内
裏
有
二
微
穢
一
、
賀
茂
祭
可
レ
被
レ
行
否
、
令
三
神
祇
官
・
陰
陽
寮
等
占
二
卜
之
一
、
殊
申
二
無
レ
咎
之
由
一
、
仍
以
二
不
レ
穢
所
司
一
可
令
レ
奉
二
仕
祭
事
一
之
由
、
被
レ
仰
了
、
祈
年
・
当
麻
・
杜
本
・
当
宗
・
平
野
・
松
尾
・
大
神
等
祭
、
依
二
恒
例
一
供
奉
、
至
二
于
賀
茂
祭
一
、
供
奉
諸
司
多
数
、
非
レ
無
二
穢
疑
一
、
依
二
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
一
、
所
司
被
レ
下
了
、
天
延
三
年
四
月
十
四
日
、
内
裏
で
微
か
な
穢
れ
が
発
生
し
た
。
賀
茂
祭
を
行
う
― １１ ―
べ
き
か
を
神
祇
官
・
陰
陽
寮
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
咎
無
し
」
の
結
果
が
出
て
、
穢
れ
て
い
な
い
所
司
に
祭
事
を
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
賀
茂
祭
は
供
奉
す
る
所
司
が
多
い
た
め
、
穢
の
疑
い
が
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、「
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
」
に
よ
っ
て
、
命
令
を
下
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
」
は
、
ま
さ
に
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
を
指
し
て
い
る
と
（
儗
）
考
え
ら
れ
る
。
（
二
）
不
実
施
の
例
続
い
て
、
不
実
施
の
例
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
き
た
い
。
今
回
抽
出
し
た
三
十
八
例
の
う
ち
、
賀
茂
祭
が
停
止
と
な
っ
た
の
は
、
実
施
自
体
が
不
明
の
貞
観
十
一
年
の
例
を
除
く
と
、
十
一
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
穢
が
八
例
（
承
和
六
年
、
仁
寿
三
年
、
斉
衡
元
年
、
貞
観
元
年
、
同
十
三
年
、
同
十
六
年
、
元
慶
六
年
、
仁
和
元
年
）、
火
災
が
一
例
（
貞
観
十
八
年
）、
太
皇
太
后
崩
御
が
一
例
（
元
慶
三
年
）、
不
明
が
一
例
（
貞
観
八
年
）
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
穢
に
よ
る
停
止
の
例
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
１
．
承
和
六
年
（
八
三
九
）
当
年
の
賀
茂
祭
は
、『
西
宮
記
』
四
月
癸
酉
（
二
十
二
）
日
条
に
詳
し
い
。依
二
鴨
祭
一
廃
務
。
勅
使
並
女
使
等
、
騎
馬
度
二
紫
宸
殿
前
一
、
了
二
天
覧
一
。
参
二
東
宮
一
了
二
御
覧
一
、
到
二
内
蔵
寮
一
云
々
、
将
進
発
之
間
、
自
二
内
裏
一
来
、
仰
云
、
有
二
血
下
穢
一
、
仍
悉
停
二
止
勅
使
並
斎
王
一
。
山
城
国
司
、
依
レ
例
祭
祀
。
「
依
二
鴨
祭
一
廃
務
」
と
あ
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭
の
日
は
政
務
を
行
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
承
和
三
年
に
続
き
、
こ
ち
ら
に
も
飾
馬
御
覧
の
こ
と
が
み
え
て
お
り
、
そ
れ
は
紫
宸
殿
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。天
皇
（
仁
明
）
が
被
馬
を
観
覧
し
た
の
ち
、
東
宮
（
惟
貞
）
御
所
で
も
同
様
の
儀
式
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
勅
使
ら
が
内
蔵
寮
に
到
っ
た
と
こ
ろ
、
内
裏
よ
り
使
が
来
て
「
血
下
穢
」
が
告
げ
ら
れ
た
た
め
、
勅
使
並
び
に
斎
院
は
こ
と
ご
と
く
派
遣
停
止
と
な
っ
た
。「
山
城
国
司
、
依
レ
例
祭
祀
」
と
あ
る
の
で
、
国
司
が
祭
儀
を
代
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
承
和
六
年
の
賀
茂
祭
の
評
価
は
、
何
を
祭
の
中
核
と
な
る
儀
式
と
位
置
づ
け
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
が
、
勅
使
派
遣
の
停
止
は
、
路
頭
・
社
頭
の
儀
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
幣
帛
と
宣
命
を
神
前
に
奉
る
儀
式
が
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
賀
茂
祭
自
体
の
「
中
止
」
と
と
ら
え
た
い
。
な
お
今
回
抽
出
し
た
中
で
賀
茂
祭
が
途
中
で
中
止
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
承
和
六
年
の
例
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
２
．
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
『
文
徳
実
録
』
四
月
乙
酉
（
二
十
五
）
条
に
「
以
二
疱
瘡
流
行
、
人
民
疫
死
一
、
故
停
二
賀
茂
祭
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
賀
茂
祭
は
、
疱
瘡
の
流
行
に
伴
う
人
民
の
多
死
に
よ
っ
て
停
止
と
な
っ
た
。『
西
宮
記
』
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
同
年
二
月
に
は
「
是
月
。
京
師
及
畿
外
多
患
二
疱
瘡
一
。
死
者
甚
衆
。
天
平
九
年
及
弘
仁
五
年
有
二
此
瘡
患
一
。
今
年
復
不
レ
免
二
此
疫
一
」
と
あ
り
、
天
平
九
年
と
弘
仁
五
年
に
も
疱
瘡
が
流
行
し
た
こ
と
を
載
せ
、
本
年
も
そ
― １２ ―
れ
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
書
く
。
朝
廷
は
侍
従
従
五
位
上
嶋
江
王
と
神
祇
大
祐
従
七
位
上
忌
部
高
善
の
二
名
を
賀
茂
社
に
派
遣
し
、
事
の
由
を
報
告
し
て
謝
罪
し
て
い
る
。
ま
た
『
西
宮
記
』
に
は
「
不
警
固
」
と
あ
り
、
警
固
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
警
固
は
『
内
裏
式
』
に
「
雖
レ
無
二
朝
使
一
其
儀
亦
同
」、
『
儀
式
』
に
も
「
雖
レ
無
二
祭
使
一
猶
用
二
此
儀
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
祭
が
無
く
と
も
原
則
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。『
北
山
抄
』
や
『
江
家
次
第
』
に
も
同
義
の
文
言
が
引
き
継
が
れ
、『
北
山
抄
』
に
は
更
に
「
祭
停
止
時
猶
有
二
警
固
一
、
依
三
是
有
二
国
祭
一
也
、」
と
あ
り
、
祭
が
停
止
の
時
も
、
警
固
は
国
祭
│
│
申
日
に
行
わ
れ
た
元
賀
茂
祭
の
た
め
に
行
わ
れ
（
儘
）
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
疱
瘡
の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
た
め
、
警
固
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
今
回
抽
出
し
た
警
固
の
例
の
う
ち
、「
不
警
固
」
と
あ
る
の
は
本
条
と
、
元
慶
六
年
の
み
で
あ
っ
た
。
警
固
は
、
上
記
の
よ
う
に
多
く
の
儀
式
書
に
賀
茂
祭
が
停
止
で
あ
っ
て
も
行
う
よ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
来
は
実
施
す
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
３
．
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
『
文
徳
実
録
』
四
月
癸
酉
（
十
九
）
条
に
は
「
以
レ
有
二
穢
事
一
、
停
二
賀
茂
祭
一
」
と
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
西
宮
記
』
に
は
「
賀
茂
下
社
有
レ
穢
、
仍
不
レ
参
二
勅
使
並
斎
王
一
」
と
あ
り
、
賀
茂
下
社
に
死
穢
が
あ
っ
た
た
め
、
勅
使
と
斎
院
の
派
遣
が
停
止
さ
れ
た
と
あ
る
。
な
お
警
固
は
通
常
通
り
行
わ
れ
た
。
４
．
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
『
西
宮
記
』
四
月
乙
酉
（
二
十
四
）
条
に
内
穢
、
す
な
わ
ち
内
裏
の
穢
に
よ
っ
て
停
止
と
あ
り
、「
又
斎
王
未
定
、
仍
無
二
供
奉
一
云
々
、」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
安
二
年
八
月
に
述
子
が
退
下
し
て
か
ら
、
新
た
に
斎
院
が
選
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
述
子
は
、
前
代
の
慧
子
が
「
母
過
失
」
に
よ
っ
て
天
安
元
年
二
月
二
十
（
儙
）
八
日
に
退
下
し
た
そ
の
日
に
、
第
五
代
の
斎
院
と
し
て
就
任
し
た
。
し
か
し
述
子
は
父
帝
文
徳
の
崩
御
に
よ
り
、
一
年
足
ら
ず
で
斎
院
の
座
を
退
い
て
い
た
。
そ
の
後
清
和
朝
の
斎
院
と
な
っ
た
の
は
文
德
皇
女
の
儀
子
で
、
卜
定
は
貞
観
元
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
５
．
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
四
月
丁
酉
（
二
十
一
）
の
賀
茂
祭
は
、
死
穢
に
よ
り
停
止
と
な
っ
た
。
６
．
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
『
三
代
実
録
』
四
月
己
酉
（
二
十
一
）
条
に
淳
和
院
の
火
穢
に
染
ま
る
人
が
斎
院
に
入
っ
た
た
め
、
停
止
と
な
っ
た
と
あ
る
。『
三
代
実
録
』
四
月
丁
未
（
十
九
）
条
に
よ
れ
ば
、
十
九
日
深
夜
に
淳
和
院
で
火
災
が
発
生
し
、
未
明
に
は
収
ま
っ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。「
火
穢
に
染
ま
る
人
」
が
斎
院
に
入
っ
た
と
あ
る
の
で
、
火
災
の
現
場
に
居
た
人
物
な
い
し
は
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
物
が
、
斎
院
に
立
ち
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
「
斎
院
」
が
斎
院
の
居
所
で
あ
る
紫
野
院
を
指
す
の
か
、
『
西
宮
記
』
で
斎
院
と
も
称
さ
れ
る
中
和
院
を
指
す
の
か
、
判
別
し
難
い
。
仮
に
紫
野
院
に
火
穢
に
染
ま
る
人
が
入
っ
た
と
す
る
と
、
斎
院
お
よ
び
そ
こ
に
出
仕
す
る
官
人
・
女
官
が
穢
れ
る
た
め
、
斎
院
の
参
向
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
斎
院
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
勅
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
れ
ば
、
賀
茂
祭
の
施
行
自
体
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
祭
事
の
停
止
に
ま
で
至
る
か
ど
う
か
― １３ ―
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
一
般
に
、
神
官
の
食
物
、
お
よ
び
神
事
に
用
い
る
食
物
の
煮
炊
き
に
用
（
儚
）
い
る
火
は
、
他
火
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
は
、
禰
宜
は
補
任
の
日
か
ら
忌
火
（
専
用
の
薪
木
で
焚
か
れ
た
火
）
の
も
の
を
食
し
た
と
あ
り
、
斎
館
に
は
忌
火
炊
屋
が
付
属
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
火
は
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
、
薪
さ
え
も
選
定
し
た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
他
所
の
火
に
よ
っ
て
穢
れ
る
こ
と
は
、
祭
祀
を
停
止
さ
せ
る
ほ
ど
の
重
大
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
７
．
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
四
月
八
日
に
大
膳
職
、
十
日
に
大
蔵
省
の
官
人
が
死
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
平
野
・
松
尾
・
賀
茂
祭
が
停
止
と
な
っ
た
。
二
十
二
日
に
は
死
穢
の
た
め
朱
雀
門
前
で
大
祓
を
し
た
の
ち
、
建
礼
門
前
で
も
臨
時
大
祓
が
行
わ
れ
た
。
賀
茂
祭
停
止
が
事
前
に
決
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
十
四
日
丙
申
条
に
は
「
諸
衛
警
固
。
以
二
明
日
賀
茂
祭
一
也
」
と
あ
り
、
更
に
「
雖
レ
停
二
祭
事
一
。
猶
有
二
警
陣
一
例
」
と
書
き
、
祭
が
停
止
さ
れ
て
も
警
固
を
行
う
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
警
固
の
実
施
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
西
宮
記
』
に
は
「
不
警
固
」
と
あ
り
、『
三
代
実
録
』
の
記
述
と
相
反
し
て
い
る
。
８
．
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
四
月
癸
酉
（
十
九
）
の
賀
茂
祭
は
、
死
穢
の
た
め
停
止
と
な
っ
た
。
以
上
、
穢
に
よ
っ
て
停
止
と
な
っ
た
八
例
を
み
て
き
た
。
穢
の
内
訳
は
、
五
例
が
「
死
穢
」
で
、「
血
下
穢
」「
内
穢
」「
火
穢
」
が
一
例
ず
つ
で
あ
っ
た
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
穢
が
発
生
し
て
も
、
可
能
な
限
り
祭
を
遂
行
す
る
よ
う
「
臨
時
祭
式
」
に
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
不
実
施
に
挙
げ
た
八
例
は
、
遂
行
可
能
な
被
害
の
範
囲
外
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
火
災
に
よ
っ
て
停
止
し
た
貞
観
十
八
年
の
例
を
み
て
い
き
た
い
。
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
三
月
十
日
夜
、
大
極
殿
で
火
災
が
発
生
し
た
。『
三
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
大
極
殿
お
よ
び
北
方
の
小
安
殿
、
東
西
の
蒼
龍
・
白
虎
両
棲
、
延
休
堂
周
辺
が
焼
け
、
火
は
数
日
間
燃
え
続
け
た
と
い
う
。
大
極
殿
の
火
災
は
こ
と
に
重
大
で
、
明
経
紀
伝
博
士
ら
に
廃
朝
の
如
何
を
諮
問
し
た
他
、
建
礼
門
前
で
の
大
祓
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
伊
勢
・
賀
茂
・
松
尾
社
、
桓
武
陵
へ
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
火
災
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
あ
っ
て
、
賀
茂
祭
の
挙
行
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
次
に
崩
御
に
よ
る
停
止
の
例
で
あ
る
。
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
二
十
三
日
、
太
皇
太
后
正
子
が
崩
御
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
月
に
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
以
下
広
瀬
龍
田
・
平
野
・
松
尾
祭
が
こ
と
ご
と
く
停
止
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
停
止
理
由
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
例
を
み
て
い
き
た
い
。『
三
代
実
録
』
四
月
丁
酉
（
二
十
三
）
条
に
は
「
朝
使
及
斎
院
不
レ
向
レ
社
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
理
由
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
体
何
が
原
因
で
、
勅
使
と
斎
院
は
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
同
年
三
月
に
起
き
た
応
天
門
の
火
災
で
あ
る
。
閏
三
月
十
日
、
応
天
門
が
焼
失
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。『
三
代
実
録
』
四
月
戊
子
（
十
四
）
条
の
勅
に
「
去
閏
三
月
十
日
夜
。
応
天
門
及
東
西
棲
観
。
忽
有
二
火
災
一
。
皆
悉
灰
燼
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
日
の
夜
に
火
の
手
が
上
が
り
、
応
天
門
と
栖
鳳
・
翔
鸞
楼
が
灰
燼
に
帰
し
た
。
こ
れ
に
類
似
し
た
例
と
し
て
は
、
貞
観
十
六
年
の
淳
和
院
の
火
穢
、
貞
観
十
八
年
に
発
生
し
た
大
極
殿
の
火
災
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
穢
の
一
種
で
あ
― １４ ―
る
「
火
穢
」
で
、
火
災
に
よ
る
直
接
被
害
で
の
停
止
で
は
な
い
も
の
の
、
火
災
に
よ
っ
て
火
穢
が
発
生
す
る
と
い
う
、
二
次
的
な
被
害
と
い
え
る
。
一
方
後
者
は
、
火
災
に
よ
る
実
質
的
な
被
害
で
あ
る
。
第
二
は
、
賀
茂
祭
の
前
々
日
に
あ
た
る
四
月
二
十
一
日
に
発
生
し
た
穢
で
あ
る
。『
三
代
実
録
』
四
月
乙
未
（
二
十
一
）
条
に
「
大
二
祓
於
建
礼
門
前
一
。
以
二
弁
官
大
蔵
省
並
有
一レ
穢
也
」
と
あ
り
、
弁
官
お
よ
び
大
蔵
省
に
穢
が
あ
っ
た
た
め
、
建
礼
門
前
で
大
祓
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
穢
で
あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
穢
が
弁
官
・
大
蔵
省
の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
大
祓
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
の
程
度
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
第
三
に
、
こ
の
時
期
不
審
な
出
来
事
が
多
発
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
三
月
十
日
に
は
、
前
述
の
通
り
応
天
門
が
焼
け
、
二
十
二
日
に
は
会
昌
門
前
で
百
官
を
集
め
大
祓
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
崇
福
寺
、
梵
釈
寺
で
は
そ
れ
ぞ
れ
大
般
若
経
の
転
読
と
、
四
王
秘
法
の
修
法
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
月
十
六
日
に
は
、
卜
筮
に
よ
り
、
山
城
国
と
若
狭
国
に
「
警
二
戒
兵
事
一
」
す
る
よ
う
下
知
さ
れ
た
。
翌
日
に
は
太
宰
府
に
対
し
、「
京
師
頻
顕
二
恠
異
一
。
陰
陽
寮
言
。
隣
国
兵
可
レ
有
二
来
窺
一
。
安
不
レ
忘
レ
危
。
宜
レ
勤
二
警
固
一
」、
す
な
わ
ち
、
近
頃
都
に
恠
異
が
多
い
の
は
、
陰
陽
寮
が
言
う
に
は
、
隣
国
兵
が
来
窺
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
と
い
う
の
で
、
警
固
す
る
よ
う
に
と
の
旨
が
下
知
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
日
に
は
、
若
狭
国
か
ら
印
と
公
文
書
を
入
れ
る
庫
と
兵
庫
が
鳴
っ
て
い
る
旨
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
陰
陽
寮
は
「
遠
国
之
人
当
レ
有
二
来
投
一
」、
つ
ま
り
「
遠
国
之
人
」
が
襲
来
す
る
た
め
だ
と
予
知
し
た
た
め
、
警
衛
と
警
防
を
す
る
よ
う
下
知
さ
れ
た
。
応
天
門
の
火
災
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
社
会
が
不
安
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
以
上
貞
観
八
年
の
賀
茂
祭
停
止
に
つ
い
て
、
三
つ
の
原
因
を
考
察
し
て
き
た
が
、
後
年
に
大
極
殿
の
火
災
に
よ
っ
て
賀
茂
祭
が
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
か
ん
が
み
る
と
、
応
天
門
の
火
災
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
祭
使
発
向
の
諸
儀
式
が
行
わ
れ
る
内
裏
と
応
天
門
は
、
大
極
殿
ほ
ど
近
く
は
な
い
も
の
の
、
大
内
裏
内
の
火
災
は
大
き
な
衝
撃
と
混
乱
を
生
ん
だ
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
第
三
に
挙
げ
た
不
穏
な
社
会
情
勢
も
、
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
祭
を
停
止
す
る
動
機
と
し
て
は
相
応
し
い
。
し
か
し
、
広
瀬
・
龍
田
・
平
野
・
梅
宮
の
諸
祭
は
通
常
通
り
施
行
さ
れ
て
お
り
、
停
止
さ
れ
た
の
は
賀
茂
祭
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
賀
茂
祭
は
こ
の
中
で
唯
一
中
祀
に
准
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
他
の
祭
祀
よ
り
施
行
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
賀
茂
祭
停
止
時
に
み
え
る
、「
山
城
国
司
、
依
レ
例
祭
祀
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
し
た
文
言
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
①
承
和
六
年
四
月
乙
酉
「
山
城
国
司
、
依
レ
例
祭
祀
」、
②
仁
寿
三
年
四
月
乙
酉
「
山
城
国
司
斎
供
如
レ
常
」（『
三
代
実
録
』）／「
但
令
二
国
司
供
一
奉
祭
事
。
亦
有
二
祈
使
一
」（『
西
宮
記
』）、
③
斉
衡
元
年
四
月
癸
酉
「
但
山
城
国
司
斎
供
如
レ
常
」、
④
貞
観
八
年
四
月
丁
酉
「
山
城
国
随
レ
例
奉
レ
祭
」
の
四
例
が
該
当
し
て
い
る
。
①
承
和
六
年
は
飾
馬
御
覧
の
後
穢
が
発
生
し
、
賀
茂
祭
が
中
止
と
な
っ
た
。
②
仁
寿
三
年
は
疱
瘡
の
流
行
、
③
斉
衡
元
年
は
下
社
の
死
穢
に
よ
っ
て
停
止
し
、
④
貞
観
八
年
の
賀
茂
祭
が
停
止
し
た
理
由
は
、
上
記
に
考
察
し
た
と
お
り
、
い
く
つ
か
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
山
城
国
司
に
よ
る
祭
祀
あ
る
い
は
斎
供
と
は
、
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
れ
は
国
祭
（
元
賀
茂
祭
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
賀
茂
祭
と
国
祭
│
│
す
な
わ
ち
元
賀
茂
祭
が
別
々
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、『
内
裏
式
』
に
「
賀
茂
上
下
社
以
二
其
日
〈
中
申
酉
日
〉」
と
あ
り
、
申
酉
日
の
う
ち
、
申
日
が
元
賀
茂
祭
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
警
固
儀
の
存
在
や
、『
北
山
抄
』
― １５ ―
の
「
祭
停
止
時
猶
有
二
警
固
一
、
依
三
是
有
二
国
祭
一
也
、」、『
江
家
次
第
』
の
「
雖
二
祭
停
止
年
一
、
猶
有
二
警
固
一
、
依
レ
有
二
国
祭
一
也
、」
等
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
い
。
丸
山
裕
美
子
氏
が
指
摘
す
る
（
儛
）
よ
う
に
、「
国
祭
」
と
い
う
語
は
比
較
的
新
し
い
の
で
は
な
い
か
。「
国
祭
」
の
語
は
『
九
条
年
中
行
事
』
や
『
年
中
行
事
秘
抄
』
に
散
見
す
る
ほ
か
、『
台
記
』
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
）
に
「
賀
茂
国
祭
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
十
世
紀
以
（
儜
）
降
で
あ
る
。
そ
し
て
十
世
紀
に
は
、
国
祭
当
日
に
立
て
ら
れ
た
ミ
ア
レ
木
を
詠
っ
（
儝
）
た
和
歌
が
多
数
あ
り
、
国
祭
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
九
世
紀
の
国
祭
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、
管
見
の
限
り
、
「
国
祭
」
と
い
う
語
は
史
料
に
み
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
述
し
た
山
城
国
司
に
よ
る
「
祭
祀
」
や
「
斎
供
」
が
、
和
銅
四
年
に
国
司
の
親
臨
が
命
じ
ら
れ
た
（
儞
）
こ
と
と
も
関
係
し
て
、「
国
祭
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
国
祭
」
が
行
わ
れ
る
の
は
申
日
で
あ
る
。
①
〜
④
の
日
付
は
す
べ
て
酉
日
で
あ
り
、
仮
に
「
山
城
国
祭
祀
（
斎
供
）」
が
国
祭
を
指
す
の
な
ら
ば
、
申
日
に
書
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
以
上
か
ら
、
山
城
国
司
に
よ
る
「
祭
祀
」
や
「
斎
供
」
を
た
だ
ち
に
国
祭
と
断
定
す
る
の
は
難
し
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
勅
使
派
遣
が
停
止
さ
れ
た
際
、
山
城
国
司
が
何
を
行
っ
た
の
か
は
推
測
す
る
他
な
い
が
、
②
は
『
西
宮
記
』
に
「
亦
有
二
祈
使
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
司
の
他
に
祭
使
ら
し
き
存
在
が
確
認
で
き
、
正
式
な
祭
使
の
代
わ
り
に
派
遣
さ
れ
、
祭
事
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
賀
茂
斎
院
の
参
加
と
実
態
最
後
に
、
賀
茂
斎
院
の
参
加
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
を
加
え
た
い
。
賀
茂
斎
院
は
『
本
朝
月
令
』
所
引
「
弘
仁
神
祇
式
」
に
、「
弘
仁
神
式
云
。
凡
四
月
中
申
酉
祭
二
賀
茂
社
一
。〈
斎
内
親
王
向
レ
社
。
史
一
人
。
左
右
史
生
各
一
人
。
官
掌
一
人
。
向
二
祭
所
一
検
二
校
諸
事
一
。〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭
が
始
ま
っ
た
弘
仁
年
間
の
段
階
か
ら
、
賀
茂
祭
へ
参
向
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
今
回
扱
う
三
十
八
例
の
う
ち
、
賀
茂
祭
が
停
止
と
な
っ
た
の
は
十
一
例
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
賀
茂
祭
の
停
止
は
す
な
わ
ち
、
勅
使
な
ら
び
に
斎
院
の
派
遣
停
止
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
斎
院
の
み
が
何
ら
か
の
理
由
で
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
九
例
（
う
ち
二
例
は
斎
院
が
未
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
斎
院
が
「
斎
限
」
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
、
①
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）、
②
天
安
元
年
（
八
五
七
）、
③
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）、
④
元
慶
元
年
（
八
七
七
）、
⑤
元
慶
六
年
（
八
八
二
）、
⑥
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
の
六
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
以
外
の
理
由
で
不
参
加
と
な
っ
た
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
貞
観
十
年
（
八
六
六
）
は
斎
院
自
身
の
穢
で
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
は
『
三
代
実
録
』
に
「
斎
内
親
王
不
レ
向
二
神
社
一
」
と
あ
り
、
斎
院
は
何
ら
か
の
理
由
で
社
へ
向
か
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
貞
観
十
年
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
一
節
で
触
れ
た
と
お
り
、「
月
事
」
以
外
の
穢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、「
斎
限
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。「
斎
限
」
を
明
記
し
て
い
る
の
は
①
仁
寿
元
年
の
み
だ
が
、
そ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
②
〜
⑥
も
同
じ
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
①
仁
寿
元
年
の
例
か
ら
み
て
い
こ
う
。
― １６ ―
仁
寿
元
年
四
月
十
九
日
の
賀
茂
祭
は
通
常
通
り
行
わ
れ
た
が
、
斎
院
は
「
斎
限
」
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
祭
に
参
向
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
「
斎
限
」
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
「
斎
院
司
式
」
に
よ
る
と
「
凡
定
二
斎
王
一
畢
。
即
卜
二
宮
城
内
便
所
一
。
為
二
初
斎
院
一
」
と
あ
り
、
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
内
親
王
は
、
ま
ず
宮
城
内
の
場
所
を
選
び
、
初
斎
院
の
場
と
し
た
。
そ
し
て
「
凡
斎
王
於
二
初
斎
院
一
三
年
斎
。
畢
其
年
四
月
始
将
レ
参
二
神
社
一
。
先
択
二
吉
日
一
。
臨
レ
流
祓
禊
。
…
訖
即
廻
帰
。
便
留
二
野
宮
一
更
賜
レ
禄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
斎
院
は
初
斎
院
が
終
わ
っ
た
三
年
目
の
四
月
、
ま
ず
吉
日
を
選
ん
で
禊
し
、
賀
茂
社
へ
参
拝
し
て
、
そ
の
後
野
宮
へ
戻
っ
た
。
「
野
宮
」
と
は
、「
斎
宮
式
」（『
延
喜
神
祇
式
』
巻
五
）
に
よ
れ
ば
、
初
斎
院
を
終
え
た
斎
宮
が
伊
勢
群
行
前
に
入
り
、
再
び
潔
斎
生
活
を
送
っ
た
新
築
の
斎
屋
で
あ
る
。
斎
院
は
奉
仕
先
の
神
社
が
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
斎
宮
と
は
異
な
り
、
平
安
京
近
隣
に
存
在
し
て
い
た
た
め
、
群
行
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
初
斎
院
を
終
え
る
と
野
宮
に
入
ら
ず
、
紫
野
院
と
も
呼
ば
れ
る
斎
院
御
所
に
入
っ
た
。「
野
宮
」
と
は
こ
の
紫
野
院
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
元
慶
四
年
四
月
十
一
日
条
に
も
「
三
年
斎
之
後
。
去
年
可
レ
入
二
野
宮
一
」
と
あ
る
の
で
、
野
宮＝
斎
院
御
所
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
当
時
の
斎
院
は
文
德
皇
女
の
慧
子
で
あ
る
。
慧
子
は
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
前
斎
院
の
高
子
が
父
帝
仁
明
の
崩
御
に
よ
り
退
下
し
た
た
め
、
同
年
七
月
に
新
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
。「
斎
院
司
式
」
に
従
う
と
、
斎
院
は
初
斎
院
に
三
年
斎
く
と
あ
る
の
で
、
仁
寿
元
年
当
時
は
ち
ょ
う
ど
初
斎
院
の
期
間
中
に
あ
た
る
。
慧
子
は
初
斎
院
を
終
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
祭
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
慧
子
は
、『
類
聚
国
史
』
に
「
仁
寿
二
年
四
月
乙
卯
。
賀
茂
斎
内
親
王
禊
二
於
河
浜
一
。
是
日
。
始
入
二
紫
野
斎
院
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
卜
定
後
三
年
目
に
あ
た
る
仁
寿
二
年
四
月
十
九
日
に
鴨
川
で
禊
を
行
い
、
紫
野
院
へ
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
斎
限
」
と
は
、
初
斎
院
の
期
間
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
斎
限
」
と
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
同
じ
状
況
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
③
貞
観
二
年
の
例
で
あ
る
。
③
貞
観
二
年
は
『
三
代
実
録
』
に
「
賀
茂
祭
如
レ
常
。
斎
内
親
王
未
レ
入
二
野
宮
一
。
故
不
レ
向
レ
社
」
と
あ
り
、
賀
茂
祭
は
常
の
ご
と
く
行
わ
れ
た
が
、
斎
院
（
儀
子
）
は
「
未
レ
入
二
野
宮
一
」
の
た
め
参
向
し
な
か
っ
た
。
野
宮
が
斎
院
御
所
を
指
す
と
考
え
る
と
、
初
斎
院
を
終
え
て
い
な
い
た
め
、
斎
院
御
所
に
入
っ
て
い
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
卜
定
と
初
斎
院
の
期
間
も
合
致
し
て
い
る
。
儀
子
は
貞
観
元
年
十
月
に
卜
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
初
斎
院
を
終
え
て
紫
野
院
に
入
っ
た
の
は
、
翌
年
の
四
月
十
二
日
で
あ
（
償
）
っ
た
。
②
天
安
元
年
（
述
子
、
同
年
二
月
二
十
八
日
卜
定
）、
④
元
慶
元
年
（
敦
子
、
同
年
二
月
十
七
日
卜
定
）、
⑤
⑥
元
慶
六
・
七
年
（
穆
子
、
元
慶
六
年
四
月
九
日
卜
定
）
の
四
例
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
斎
院
は
「
斎
限
」
を
満
た
し
た
時
点
、
つ
ま
り
初
斎
院
を
終
え
て
紫
野
院
（
野
宮
）
に
入
っ
た
段
階
で
、
賀
茂
祭
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
仁
寿
二
年
を
例
に
挙
げ
る
と
、
慧
子
は
四
月
十
九
日
に
紫
野
院
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
二
十
五
日
の
賀
茂
祭
に
は
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
総
括
賀
茂
祭
は
奈
良
時
代
以
前
に
起
源
を
持
つ
元
賀
茂
祭
と
、
平
安
時
代
に
始
ま
っ
た
国
家
祭
祀
と
い
う
二
重
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
賀
茂
祭
特
有
の
儀
式
で
あ
る
警
固
は
、
元
々
元
賀
茂
祭
に
対
す
る
防
衛
措
置
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
弘
仁
十
年
の
勅
に
よ
っ
て
国
家
祭
祀
と
し
て
の
賀
茂
祭
が
始
ま
り
、
斎
院
に
よ
る
御
禊
― １７ ―
や
、
勅
使
発
向
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
賀
茂
祭
は
、
本
稿
で
分
析
対
象
と
し
た
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
か
ら
『
三
代
実
録
』
が
終
わ
る
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
ま
で
行
わ
れ
た
計
三
十
八
回
の
う
ち
、
七
割
近
く
に
あ
た
る
二
十
六
回
実
施
さ
れ
た
。
大
規
模
な
火
災
や
穢
、
喪
に
よ
っ
て
停
止
と
な
っ
た
年
も
あ
る
が
、
高
い
実
施
率
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
穢
が
発
生
し
て
も
、
別
の
場
所
や
人
馬
で
代
用
し
た
例
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。
祭
日
は
例
外
な
く
酉
日
で
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
下
酉
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
警
固
は
賀
茂
祭
が
停
止
で
あ
っ
て
も
毎
年
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
諸
儀
式
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
そ
の
実
施
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
の
分
析
で
確
認
で
き
た
。
全
三
十
八
例
の
う
ち
、
警
固
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
斎
院
は
、
酉
日
よ
り
前
に
鴨
川
で
禊
を
し
、
祭
当
日
に
は
勅
使
と
共
に
賀
茂
社
へ
向
か
う
こ
と
が
『
儀
式
』
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
初
斎
院
の
期
間
中
は
賀
茂
祭
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
斎
院
が
賀
茂
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
就
任
後
三
年
目
、
す
な
わ
ち
初
斎
院
が
終
わ
る
三
年
目
の
四
月
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
仁
寿
元
年
や
貞
観
二
年
の
例
で
み
た
よ
う
に
、「
斎
限
」
を
満
た
し
て
い
な
い
と
祭
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
逆
に
言
え
ば
、
初
斎
院
│
│
つ
ま
り
潔
斎
期
間
が
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
斎
王
は
「
斎
宮
式
」
お
よ
び
「
斎
院
司
式
」
に
死
や
病
（
斎
宮
の
み
仏
事
も
加
わ
る
）
を
言
い
換
え
た
忌
詞
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
、
普
段
か
ら
穢
を
忌
避
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
他
の
祭
使
よ
り
も
、
よ
り
清
浄
さ
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
父
天
皇
が
崩
御
す
る
と
斎
院
は
交
替
す
る
が
、
諒
闇
の
た
め
、
新
斎
院
が
決
定
す
（
儠
）
る
の
は
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
当
然
斎
院
不
在
で
祭
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
斎
院
が
欠
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
勅
使
を
欠
い
た
状
態
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
賀
茂
祭
宣
命
に
「
阿
礼
乎
止
己
阿
礼
乎
止
女
走
馬
。
進
良
留
止
（
儡
）
申
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阿
礼
乎
止
己
（
勅
使
、
特
に
近
衛
使
を
指
す
と
さ
れ
る
）
と
阿
礼
乎
止
女
（
斎
院
）
と
走
馬
の
三
者
を
神
前
に
奉
る
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
斎
院
だ
け
は
欠
け
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
賀
茂
祭
は
、
斎
院
が
不
在
で
あ
っ
て
も
施
行
自
体
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
賀
茂
祭
に
と
っ
て
の
斎
院
の
意
義
は
、
今
後
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
九
世
紀
の
賀
茂
祭
を
中
心
に
分
析
し
た
が
、
今
後
摂
関
期
の
分
析
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
賀
茂
祭
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
賀
茂
祭
の
分
析
結
果
と
、
同
じ
く
平
安
時
代
に
入
っ
て
国
家
祭
祀
に
加
え
ら
れ
た
平
野
・
梅
宮
・
松
尾
の
諸
祭
の
実
施
状
況
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
平
安
時
代
前
期
の
国
家
祭
祀
の
実
情
を
、
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
注（１
）
『
類
聚
国
史
』
巻
五
、
賀
茂
大
神
「
弘
仁
十
年
三
月
甲
午
。
勅
。
山
城
国
愛
宕
郡
賀
茂
御
祖
并
別
雷
二
神
之
祭
宜
レ
准
二
中
祀
一
」
（
２
）
拙
稿
「
賀
茂
斎
院
創
始
年
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
古
代
史
の
研
究
』
十
九
号
、
二
〇
一
五
）
（
３
）
三
宅
和
朗
「
賀
茂
斎
院
の
再
検
討
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
）、
西
村
さ
と
み
「
平
安
京
の
祭
礼
│
賀
茂
祭
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
四
五
号
、
一
九
九
四
）、
丸
山
裕
美
子
「
平
安
時
代
の
国
家
と
賀
茂
祭
│
斎
院
御
禊
料
と
祭
除
目
を
中
心
に
│
」（『
日
本
史
研
究
』
三
三
九
号
、
一
九
九
〇
）
な
ど
。
（
４
）
長
岡
京
遷
都
に
関
す
る
記
事
は
以
下
の
通
り
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
六
月
壬
― １８ ―
子
条
（
遷
都
の
報
告
）、
同
年
十
一
月
丁
巳
条
（
賀
茂
・
松
尾
・
乙
訓
社
へ
の
叙
位
）、
同
月
乙
丑
条
（
賀
茂
・
松
尾
・
乙
訓
社
の
社
殿
修
理
）、
延
暦
四
年
十
一
月
庚
子
条
（
賀
茂
上
下
二
社
へ
の
封
戸
）。
（
５
）
井
上
光
貞
「
カ
モ
県
主
の
研
究
」（『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
）
（
６
）
『
朝
野
群
載
』
巻
第
十
二
、
内
記
「
賀
茂
祭
宣
命
書
様
」
に
、「
天
皇
我
御
命
仁
坐
。
掛
畏
支
皇
太
神
尓
申
給
波
久
。
太
神
乃
助
氣
給
比
。
護
賜
仁
依
弖
。
天
皇
朝
廷
者
平
久
大
座
弖
。
食
国
乃
天
下
。
無
レ
事
可
レ
有
止
為
天
奈
牟
。
常
毛
進
留
宇
都
乃
大
幣
乎
。
内
蔵
頭
若
助
位
姓
名
尓
令
二
捧
持
一天
。
阿
礼
乎
止
己
阿
礼
乎
止
女
走
馬
。
進
良
留
止
申
」
と
あ
る
。
文
中
の
「
阿
礼
乎
止
女
」
が
斎
院
で
あ
る
。
（
７
）
西
本
昌
弘
「
建
部
門
参
向
者
交
名
を
め
ぐ
る
億
説
」（『
日
本
古
代
の
王
宮
と
儀
礼
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
）
（
８
）
「
西
宮
記
」（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
）
八
木
書
店
、
一
九
九
四
お
よ
び
「
西
宮
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
本
影
印
集
成
）
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
を
参
照
し
た
。
（
９
）
三
橋
正
「
賀
茂
・
石
清
水
・
平
野
臨
時
祭
に
つ
い
て
」（
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
）
（
儗
）
「
弘
仁
・
天
長
・
貞
観
・
天
慶
等
例
」
の
う
ち
、「
天
慶
」
は
「
元
慶
」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
国
史
大
系
本
を
確
認
し
た
限
り
で
は
、
底
本
と
な
っ
た
諸
本
に
異
同
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
（
儘
）
国
祭
と
は
申
日
に
行
わ
れ
た
賀
茂
社
の
例
祭
（
元
賀
茂
祭
）
を
指
し
、『
北
山
抄
』
と
『
江
家
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
名
は
和
銅
四
年
に
元
賀
茂
祭
に
対
し
国
司
親
臨
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
（
儙
）
『
文
徳
実
録
』
天
安
元
年
二
月
丙
申
条
に
「
其
事
秘
者
。
世
無
レ
知
レ
之
也
」
と
あ
り
、
慧
子
の
退
下
は
世
間
に
「
秘
」
と
さ
れ
た
。
慧
子
の
退
下
に
つ
い
て
は
、
退
下
と
同
日
に
惟
喬
親
王
の
同
母
兄
弟
で
あ
る
述
子
が
立
ち
、
斎
院
司
長
官
に
も
惟
喬
親
王
・
述
子
の
母
紀
氏
の
縁
者
と
思
わ
れ
る
紀
冬
雄
が
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
背
後
に
惟
喬
親
王
を
擁
立
せ
ん
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
斎
院
と
皇
位
継
承
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
（
儚
）
川
出
清
彦
『
祭
祀
概
説
』
学
生
社
、
一
九
八
九
（
儛
）
丸
山
氏
前
掲
論
文
。
（
儜
）
ミ
ア
レ
木
は
、
御
阿
礼
神
事
お
よ
び
国
祭
で
用
い
ら
れ
る
祭
祀
具
で
、
五
色
の
帛
で
飾
ら
れ
た
幡
で
あ
る
。
ミ
ア
レ
木
に
つ
い
て
は
土
橋
寛
「
賀
茂
の
ミ
ア
レ
考
」（『
日
本
古
代
の
呪
祷
と
説
話
』
塙
書
房
、
一
九
八
九
）
に
詳
し
い
。
（
儝
）
「
わ
が
引
か
む
み
あ
れ
に
つ
け
て
祈
る
こ
と
な
る
な
る
鈴
も
ま
ず
聞
こ
ゆ
な
り
」
（『
源
順
集
』）、「
み
あ
れ
引
く
神
の
御
戸
代
ひ
き
植
ゑ
つ
今
は
年
の
み
祈
る
ば
か
り
ぞ
」（『
好
忠
集
』
夏
、
中
）
な
ど
。
（
儞
）
丸
山
氏
前
掲
論
文
。
（
償
）
元
慶
四
年
四
月
十
一
日
、
七
代
斎
院
敦
子
は
初
斎
院
を
終
え
、
紫
野
院
に
入
っ
た
。『
三
代
実
録
』
に
「
三
年
斎
之
後
。
去
年
可
レ
入
二
野
宮
一
。
縁
レ
穢
而
停
。
非
レ
緩
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
敦
子
は
元
慶
元
年
二
月
に
卜
定
さ
れ
た
た
め
、
元
慶
三
年
に
野
宮
（
紫
野
院
）
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
穢
の
た
め
一
年
延
引
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紫
野
院
へ
入
る
年
は
、
穢
に
よ
っ
て
本
来
の
規
定
よ
り
延
び
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
（
儠
）
『
北
山
抄
』
巻
六
「
卜
定
斎
王
事
」
で
は
、
諒
闇
中
に
卜
定
し
た
例
と
し
て
、
嘉
祥
三
年
を
挙
げ
て
い
る
。
父
仁
明
天
皇
の
崩
御
（
嘉
祥
三
年
三
月
）
に
と
も
な
っ
て
退
下
し
た
高
子
に
代
わ
り
、
七
月
に
慧
子
が
卜
定
さ
れ
た
。
（
儡
）
三
宅
氏
前
掲
論
文
。（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
― １９ ―
